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　開会日には、令和２年度１月補正予算及び２月補正予算と合
わせた ｢15か月予算｣ として編成された令和３年度当初予算
などが提案され、新型コロナ対策、人口減少対策、災害列島対
策並びにデジタル社会及びグリーン社会の実現などの重要課題
について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、飲食店の感染防止対策の推進や高病原
性鳥インフルエンザへの対応のための補正予算などが追加提案
されました。
　代表・一般質問では、新ホールの整備方針及び新駅設置に向
けた取り組み、ワクチン接種への対応や検査体制の強化等の新
型コロナ対策、県の財政運営、若者のとくしま回帰促進、県土
強
きょうじん

靱化の推進、河川の治水対策や道路の整備促進、大規模災害
への対策、コロナ禍における障がい者支援、男女共同参画の推
進、水素社会の実現等の環境施策、県産品の販売促進等の農林
水産施策などについて論議しました。
　今定例会では、「徳島県主要農作物等種子条例」及び意見書
３件を議員提出し、可決しました。また、知事提出議案92件
を原案どおり可決・同意し、請願１件を採択しました。

●可決・同意された議案
○令和３年度当初予算
　・一般会計（１件）／当初予算額は5,147億100万円で、前年度比101.8％
　・特別会計（20件）
　・企業会計（６件）
○令和３年度補正予算
　・一般会計（１件）／補正予算額は１億7,000万円の増額で、補正後の予算は、

5,148億7,100万円
○令和２年度補正予算
　・一般会計（３件）／補正予算額は375億9,699万８千円の増額及び289億4,051

万９千円の減額で、補正後の予算は、5,857億4,747万２千円
　・特別会計（17件）
　・企業会計（５件）
○条例の制定（２件）
　・徳島県主要農作物等種子条例（議員提出）
　・新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律等の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例
○条例の改正（23件）
　・徳島県危機管理環境関係手数料条例の一部改正　など
○条例の廃止（３件）	 ○指定管理者の指定（１件）
○負担金案件（２件）	 ○契約案件（１件）
○人事案件（３件）	 ○その他（５件）
●可決された意見書（３件）
　・地方たばこ税を分煙環境の整備に活用できる制度の創設を求める意見書
　・尖閣諸島をはじめ我が国の領土・領海等における安全確保を求める意見書
　・国立病院機構病院の機能強化を求める意見書
●採択された請願（１件）
　・改正健康増進法の周知啓発・分煙環境整備等について

１月臨時会の概要
　令和３年１月29日、国の緊急事態宣言発令に伴う県民･事業者の不安
を払

ふっしょく

拭し、感染拡大防止と社会経済活動維持との両立に向けた緊急対応
を行うための補正予算を審議するため、臨時会が招集されました。
　知事から、地方創生臨時交付金を最大限活用した本県独自の施策を盛
り込み、緊急編成した１月補正予算（56億円）が提案され、原案どおり
可決しました。

２月定例会の概要
主な審議の結果

■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに掲載
しています。 徳島県議会　定例会の概要 検 索

　県議会では、情熱あふれる若い皆さんの活力を未来の徳島づくり
へとつなげるため、高校生と議員との意見交換会を実施しています。
　令和３年１月25日、富岡東高等学校において生徒15名と議員３
名で行った意見交換では、オンライン授業に向けた環境整備、若者
目線での徳島の魅力発信や人口減少対策などについて意見が出され、
活発な議論が交わされました。
　この意見交換を契機として、参加した議員が、２月定例会の一般
質問において、｢高校生自身が徳島の未来を考え、具体的な事業内容
を提案する機会を創出すべき｣ と提案し、知事から ｢高校生による
政策創造コンテストを新設する｣ と表明されました。

若者の声を県議会へ！
高校生との意見交換会を実施

手指消毒、換気、
マスク着用等、
新型コロナウイ
ルス感染症防止
対策を行い、実
施しました。

第95代議長
岩丸正史（いわまるまさふみ）

名西選挙区（当選４回）
68歳
【略歴】副議長、議会運営委員長、
関西広域連合議会議員
などを歴任

第106代副議長
元木章生（もときあきお）

三好第２選挙区（当選４回）
49歳
【略歴】総務委員長、監査委員、
関西広域連合議会議員
などを歴任

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
岩
丸
正
史
議
員
、

副
議
長
に
元
木
章
生
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
正
副
議
長
紹
介

令和３年２月10日～３月10日会 期
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両
県
の
関
係
自
治
体
に
よ
る
連

携
協
議
会
を
４
月
に
も
立
ち
上
げ
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
共
同
で
迎

え
撃
つ
体
制
を
早
急
に
構
築
す
る
。

	

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
し

尿
の
処
理
は
、
地
域
の
存
続
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
。
し
尿
処
理
の

在
り
方
に
つ
い
て
国
へ
の
提
言
や

全
国
知
事
会
な
ど
で
話
し
合
い
を
。

	

緊
急
避
難
的
対
応
を
含
め
た

様
々
な
課
題
を
抽
出
し
、
国
や
他
の

自
治
体
と
意
見
交
換
を
行
う
。
ま
た

令
和
３
年
度
に
は
、
災
害
に
お
け
る

最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
、
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る

多
額
の
財
政
出
動
で
、
県
民
や
国
民

は
財
政
運
営
へ
の
影
響
を
懸
念
し

て
い
る
。
不
安
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

す
る
た
め
、

県
知
事
と
し
て
、
全
国
知
事
会
長

と
し
て
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

	

県
財
政
の
持
続
的
な
運
営
に

創
意
工
夫
を
凝
ら
す
と
と
も
に
、
47

都
道
府
県
知
事
の
英
知
を
結
集
し
、

国
と
心
を
一
つ
に
国
家
財
政
健
全

化
に
全
力
を
傾
注
す
る
。

	

子
ど
も
た
ち
の
安
心
の
拠
点

で
あ
る
子
ど
も
食
堂
の
活
動
を
県

下
で
広
め
、
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
、
保
健
所
の
規
制
の
見

直
し
も
含
め
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

営
業
許
可
の
対
象
外
と
す
る

要
件
に
福
祉
目
的
事
業
の
追
加
を

検
討
。
令
和
３
年
度
に
は
子
ど
も

の
居
場
所
の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営

ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
目
指
す
。

	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
国
民
全
体
が
再

認
識
し
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
べ

き
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
し
、
県

民
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
。

	

県
の
申
請
書
や
証
明
書
等
で

の
不
必
要
な
性
別
記
載
欄
の
廃
止

等
に
よ
り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
に
配
慮
し
、
多
様
な
性
へ
の
偏

見
や
差
別
を
な
く
す
契
機
と
す
る
。

	

水
素
供
給
拠
点
の
整
備
と
燃

料
電
池
バ
ス※

１

路
線
導
入
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

本
県
水
素
施
策
を
全
国
に
発
信
し
、

水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
加
速
す
べ
き
。

	

本
年
11
月
に
固
定
式
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
所
し
、
燃
料
電
池

バ
ス
の
路
線
運
用
を
開
始
。
水
素

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
、
グ
リ
ー
ン

社
会※

２

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
。

	

公
共
交
通
事
業
者
に
と
り
厳

し
い
環
境
が
続
く
中
、
県
民
に
身
近

な
移
動
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
を

守
る
た
め
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
再
構
築
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

幹
線
バ
ス
路
線
の
再
編
を
加

	

マ
ル
シ
ェ
等
の
開
催
や
選
手

と
小
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

を
実
施
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
ェ
イ
サ

ポ
ー
タ
ー
等
を
対
象
に
、
宿
泊
や

周
遊
観
光
の
促
進
に
取
り
組
む
。

	

小
学
校
に
お
け
る
35
人
学
級

の
実
現
に
つ
い
て
、
少
人
数
学
級
の

達
成
と
推
進
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
等
も
踏
ま
え
、

徳
島
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

教
育
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
き
。

	

一
人
一
台
端
末
に
よ
る
個
別

最
適
な
学
び
や
小
学
校
専
科
指
導※

３

の
展
開
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実

等
を
実
施
。
実
施
に
不
可
欠
な
質

の
高
い
教
員
の
確
保
に
努
め
る
。

	

本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
さ
ら
な
る
振
興
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
県
産
品
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

産
地
づ
く
り
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト※

４

や
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
な
ど
、

多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
し
、

国
内
外
で
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。

	

園
瀬
川
は
、
流
れ
を
阻
害
す

る
樹
木
や
堆
積
土
砂
、
無
堤
地
区
が

い
ま
だ
に
残
っ
て
お
り
、
河
道
管

理
と
堤
防
整
備
の
両
輪
で
治
水
対

策
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
。
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
に
取
り
組
む
の
か
。

	

河
川
水
位
を
大
き
く
低
減
さ

せ
る
樹
木
伐
採
・
堆
積
土
砂
の
撤

去
を
全
面
展
開
、
川
西
地
区
で
の

築
堤
、
新
貝
地
区
で
の
堤
体
補
強

な
ど
堤
防
整
備
を
加
速
さ
せ
る
。

	

生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、
子

供
た
ち
の
能
力
を
最
大
限
生
か
せ

る
場
の
創
出
が
大
切
。
学
校
の
働
き

方
改
革
を
踏
ま
え
た
中
学
校
の
運

動
部
活
動
の
将
来
的
な
在
り
方
は
。

	

外
部
人
材
の
活
用
を
図
る
た

め
部
活
動
指
導
員
の
配
置
数
の
倍

増
を
目
指
す
と
と
も
に
、
令
和
３

年
度
か
ら
学
校
等
と
連
携
し
、
休

日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
実
践
研
究
モ
デ
ル
事
業
に
着
手
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

マ
ス
ク
着
用
が
定
着
し
、
聴
覚
障

が
い
者
は
意
思
疎
通
が
難
し
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
遠
隔
手

話
通
訳
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
円
滑
化
を
支
援
す
べ
き
。

	

広
く
日
常
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
、
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

活
用
し
た
遠
隔
通
訳
の
操
作
研
修

会
を
実
施
し
、
利
用
を
促
進
す
る
。

	

全
国
初
の
県
立
夜
間
中
学

「
し
ら
さ
ぎ
中
学
校
」
が
４
月
に
開

校
す
る
。
多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
特
色
あ
る
教
育

の
提
供
と
と
も
に
、
生
徒
目
線
に

立
っ
た
経
済
的
支
援
を
。

の
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
素
材

を
積
極
的
に
活
用
し
、
徳
島
な
ら

で
は
の
特
徴
を
持
っ
た
施
設
に
。

	

徳
島
が
誇
る
県
産
材
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
等
の
活
用
は
、
県
内
産
業
へ
の

経
済
効
果
を
は
じ
め
、
徳
島
な
ら

で
は
の
ホ
ー
ル
と
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
設
計

段
階
か
ら
十
分
に
配
慮
す
る
。

	

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
と

き
の
対
処
と
し
て
、
避
難
場
所
で

の
３
密
対
策
だ
け
で
な
く
、
巨
大

災
害
全
般
を
捉
え
た
、
し
っ
か
り

と
し
た
対
策
を
取
る
べ
き
。

	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
活
動

支
援
や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
等
を
推
進
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
災

害
対
応
力
の
強
化
を
図
る
。

	

隣
接
す
る
高
知
県
東
洋
町
と

海
部
郡
の
両
地
区
を
防
災
面
か
ら

も
同
じ
圏
域
と
し
て
、
甲
浦
港
を

利
用
し
た
フ
ェ
リ
ー
等
に
よ
る
孤

立
化
対
策
な
ど
、
相
互
協
力
体
制

を
充
実
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

	

５
カ
年
で
15
兆
円
と
い
う
国

の
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭
化
対
策
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
は
大
い
に
評
価
。
県
土
強
靱

化
の
加
速
に
向
け
、
財
政
健
全
化
と

両
立
し
つ
つ
、
安
定
的
・
持
続
的

な
公
共
事
業
予
算
を
確
保
す
べ
き
。

	

５
カ
年
対
策
を
最
大
限
活
用

し
、
県
土
強き

ょ
う
じ
ん靭

化
を
さ
ら
に
加
速

す
る
と
と
も
に
、
有
利
な
地
方
債
の

活
用
や
県
債
の
新
規
発
行
抑
制
な

ど
、
健
全
財
政
と
の
両
立
を
図
る
。

	

国
道
１
９
５
号
は
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
重
要
な
道
路
。

バ
イ
パ
ス
整
備
等
に
よ
り
、
利
便

性
と
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た
が
、
今
後
、
白
瀬
ト
ン
ネ
ル
（
仮

称
）
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

	

現
道
を
大
き
く
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
す
る
バ
イ
パ
ス
を
計
画
。
現
在
、

最
適
な
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
お
り
、

白
瀬
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
令
和
６

年
度
着
工
を
目
指
す
。

	

新
ホ
ー
ル
の
整
備
で
は
、
ぬ

く
も
り
の
あ
る
県
産
材
や
暖
か
み

速
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
線
等
と
の
接
続

向
上
や
乗
り
継
ぎ
拠
点
へ
の
乗
り

入
れ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
着
手
。

	

県
民
が
待
ち
望
む
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
一
日
も
早
く
接
種
で
き
る

体
制
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
県

と
し
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

ワ
ク
チ
ン
供
給
時
に
速
や
か

な
接
種
を
可
能
と
す
る
た
め
の
詰

め
の
協
議
を
加
速
。
ま
た
、
接
種

の
意
義
や
副
反
応
等
に
つ
い
て
速

や
か
に
情
報
発
信
し
、
安
心
し
て

接
種
で
き
る
体
制
整
備
を
行
う
。

	

飯
尾
川
上
流
の
吉
野
川
市
で

は
、
今
な
お
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
被
害
解
消
に
向
け
た
治
水
対

策
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

	

樋ひ

門も
ん

改
築
や
加
減
堰ぜ

き

撤
去
等

に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
大
幅
に
減

少
。
被
害
軽
減
対
策
と
し
て
即
効

性
が
高
く
効
果
的
な
堆
積
土
砂
撤

去
や
樹
木
伐
採
を
、
飯
尾
川
本
川

や
放
水
路
に
お
い
て
継
続
す
る
。

	
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
Ｊ
１
復

帰
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
生
か
し
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

代
表
・一
般
質
問
か
ら

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
部
局
の
答
弁
の

趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

答	

知
事
の
答
弁　

答	

関
係
部
局
の
答
弁

代 

表 
質 
問

一
般 

質 

問

県
土
強き

ょ
う
じ
ん靭
化
の
さ
ら
な
る
加
速
に

向
け
公
共
事
業
予
算
の
確
保
を

杉す
ぎ

本も
と

直な
お

樹き

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

吉
野
川
市
に
お
け
る
飯
尾
川
の

浸
水
被
害
の
解
消
を

増ま
す

富と
み

義よ
し

明あ
き

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
産
品
の

販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
戦
略
は

福ふ
く

山や
ま

博ひ
ろ

史し

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
聴
覚
障
が
い
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を

梶か
じ

原わ
ら

一か
ず

哉や

（
公
明
党
県
議
団
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
巨
大
災
害

全
般
を
捉
え
た
さ
ら
な
る
対
策
を

西に
し

沢ざ
わ

貴き

朗ろ
う

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

県
や
国
の
財
政
運
営
へ
の
不
安
払ふ

っ
し
ょ
く拭

の
た
め
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

長な
が

池い
け

文ふ
み

武た
け

（
新
し
い
県
政
を
創
る
会
）

地
方
発
の
水
素
社
会
実
現
に
向
け
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
加
速
を

臼う
す

木き

春は
る

夫お

（
新
風
と
く
し
ま
）

とくしま県議会だより（2）



答

答

答

答

答

答

答

答答

答

答

答

答答

	

文
化
や
伝
統
を
取
り
入
れ
た

魅
力
あ
る
学
び
の
提
供
、
世
代
を
超

え
た
学
校
間
交
流
を
行
う
。
体
験
活

動
の
費
用
を
低
く
抑
え
る
等
、
経
済

的
支
援
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
。

	

き
れ
い
な
水
環
境
の
創
出

と
県
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
向

け
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
や

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
今
後
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

	

販
売
事
業
者
と
連
携
し
た
普

及
啓
発
と
一
体
的
な
セ
ー
ル
ス
、
浄

化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
な

が
る
自
主
組
合
の
設
立
等
、
民
間

活
力
に
よ
る
新
た
な
浄
化
槽
の
普

及
管
理
手
法
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

	

高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向

上
に
お
い
て
有
力
選
手
の
県
外
流

出
が
課
題
で
あ
る
。
有
力
選
手
の

集
中･

強
化
を
図
る
た
め
の
高
校
の

特
色
化
な
ど
、
少
子
化
の
加
速
を

見
据
え
た
今
後
の
強
化
策
は
。

	

高
校
ス
ポ
ー
ツ
選
手
強
化
の

在
り
方
検
討
委
員
会
（
仮
称
）
を
立

ち
上
げ
、
新
た
な
仕
組
み
や
効
果
的

な
強
化
策
を
検
討
し
、
令
和
５
年

度
入
学
者
か
ら
の
導
入
を
目
指
す
。

	

非
対
面･

非
接
触
で
本
人
確
認

で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

感
染
防
止
に
も
有
効
で
あ
り
、
取
得

を
促
進
す
べ
き
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の

幕
開
け
を
見
据
え
、
さ
ら
な
る
普

及
に
向
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
織
し
、

県
内
全
域
で
手
続
き
を
支
援
。
ま

た
、
国
・
市
町
村
と
と
も
に
、
カ
ー

ド
の
利
活
用
拡
大
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

	

女
性
活
躍
は
着
実
に
進
展
し

て
い
る
が
、
な
お
一
層
の
取
り
組

み
が
必
要
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
再
整
備
中
の
男

女
共
同
参
画
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
機

能
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
た

講
座
実
施
で
の
人
材
育
成
機
能
等

に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画
立
県
と

く
し
ま
の
飛
躍
を
目
指
す
。

	

県
民
の
利
便
性
向
上
や
新
た

な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
Ｊ

Ｒ
牟
岐
線
の
新
駅
を
で
き
る
だ
け

早
く
設
置
す
べ
き
。
Ｊ
Ｒ
四
国
や

徳
島
市
と
の
協
議
を
含
む
現
在
の

検
討
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

	

新
駅
は
線
路
西
側
、
市
役
所

前
駐
車
場
付
近
で
協
議
を
進
め
て

い
る
。
ホ
ー
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
運

行
計
画
等
の
検
討
を
進
め
、
ホ
ー
ル

完
成
を
待
つ
こ
と
な
く
設
置
す
る
。

	

高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
で
、

高
校
生
の
徳
島
へ
の
熱
い
気
持
ち

を
感
じ
た
。
若
者
の
と
く
し
ま
回
帰

の
加
速
化
へ
向
け
、
高
校
生
に
よ
る

「
徳
島
の
未
来
を
創
る
た
め
の
政
策

提
案
の
場
」
を
創
設
す
べ
き
。

	

高
校
生
の
自
由
闊か

っ

達た
つ

な
ア
イ

デ
ア
を
生
か
す
た
め
、
コ
ン
テ
ス
ト

形
式
で
率
直
な
政
策
創
造
を
提
案
で

き
る
「
徳
島
未
来
創
造
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
創
設
す
る
。

	

他
の
自
治
体
で
は
ほ
と
ん
ど

事
例
が
な
い
補
助
金
を
徳
島
化
製

事
業
協
業
組
合
に
長
年
支
出
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
畜
産

副
産
物
等
だ
け
を
補
助
対
象
と
し

て
い
る
理
由
は
。

	

畜
産
副
産
物
等
の
再
資
源
化

の
観
点
か
ら
、
公
益
性
等
が
高
く
、

県
民
の
公
衆
衛
生
な
ど
の
保
全
に

有
効
な
事
業
と
認
識
。
今
後
と
も
、

事
業
の
適
正
な
執
行
に
努
め
る
。

	

国
に
よ
る
流
域
治
水※

５

の
考
え

方
を
受
け
て
、
昨
年
７
月
に
策
定

を
開
始
し
た
「
吉
野
川
水
系
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
に
吉
野
川
の
治
水

対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

	

砂
防
ダ
ム
、
雨
水
調
整
池
等

の
貯
留
機
能
向
上
、
水
位
監
視
カ
メ

ラ
に
よ
る
リ
ス
ク
情
報
の
充
実
等
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
に
よ

り
、
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
を
強
化
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
が
県
内
で
確
認

さ
れ
て
か
ら
約
１
年
が
経
過
。
こ
れ

ま
で
の
対
応
を
検
証
し
、
徳
島
版
Ｃ

Ｄ
Ｃ※

６

に
お
い
て
保
健
所
機
能
を
さ

ら
に
強
化
す
べ
き
だ
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

令
和
３
年
度
に
、
徳
島
版
Ｃ

Ｄ
Ｃ
を
構
築
し
、
保
健
師
・
薬
剤
師

や
、
即
戦
力
と
な
る
必
要
人
員
を
確

保
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
検
証
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
行
う
。

	

県
内
医
療
の
中
核
を
担
う
県

立
中
央
病
院
は
、
県
民
の
生
命
、

安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
さ
ら

な
る
医
療
機
能
の
充
実
が
必
要
不

可
欠
。
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

Ｅ
Ｒ
棟※

７

整
備
に
お
い
て
、
感

染
症
外
来
を
設
置
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ※
８

活
動
拠
点
等
の
災
害
対
応
機
能
、

高
度
研
修
施
設
と
し
て
の
人
材
育

成
機
能
、
遠
隔
医
療
を
支
援
す
る
地

域
医
療
支
援
機
能
等
を
持
た
せ
る
。

	

高
齢
者
施
設
や
病
院
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぎ
、
早
期
に
発
見
す
る
取
り
組
み

が
命
を
守
る
。
新
規
入
所
、
入
院

者
の
検
査
及
び
高
齢
者
施
設
職
員

の
定
期
検
査
を
実
施
す
べ
き
。

	

一
斉
検
査
に
つ
い
て
は
、
感

染
拡
大
の
兆
候
を
早
期
に
捉
え
対

象
と
な
る
エ
リ
ア
・
施
設
等
に
対

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
、
現
時
点

で
は
最
善
の
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。

	

知
事
部
局
の
女
性
管
理
職
登

用
割
合
は
、
県
行
動
計
画
で
は
令

和
５
年
４
月
に
16
％
の
目
標
だ
が
、

ま
ず
は
部
課
長
級
職
員
の
３
割
程

度
、
女
性
を
登
用
す
べ
く
目
標
数
値

と
期
日
を
決
め
て
取
り
組
む
べ
き
。

	

16
％
の
目
標
に
対
し
、
令
和

２
年
４
月
で
は
、
12
・
９
％
に
達
す

る
。
今
後
と
も
、
や
る
気
と
能
力
あ

ふ
れ
る
女
性
職
員
の
登
用
に
向
け

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
す
る
。

	

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
へ
の
新
駅
設
置

に
つ
い
て
、
ま
ず
は
需
要
調
査
を

先
行
さ
せ
、
十
分
な
需
要
が
見
込

め
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、
設
置
を

見
送
る
べ
き
。

	

新
駅
設
置
は
、
新
ホ
ー
ル
周

辺
へ
の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の

で
あ
り
、
全
世
代
が
使
い
や
す
い

駅
前
機
能
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
利
用
者
予
測
を
踏
ま
え
た
事

業
効
果
分
析
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
へ
の
新
駅
設
置
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は

岡お
か　

佑ゆ
う

樹き

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

吉
野
川
流
域
の
治
水
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

山や
ま

西に
し

国く
に

朗お

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

新
規
入
所
、
入
院
者
の
検
査
及
び

高
齢
者
施
設
職
員
の
定
期
検
査
を

扶ふ

川か
わ　

敦あ
つ
し

（
護
民
官
）

高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
に

向
け
、
今
後
の
強
化
策
は

浪な
み

越こ
し

憲け
ん

一い
ち

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

議会トピックス

議員連盟の活動

●議決対象とした「『未知への挑戦』とくしま行動計画」
（変更案）について、全議員勉強会を開催しました（２
月10日）。
●大規模災害発生時においても、県議会が議事・議決
機関等としての機能を維持し、迅速かつ的確な対応
ができるよう、徳島県議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）
を策定しました。

●四国大学との包括連携協定に基づく事業と
して、経営情報学部の学生を対象に、議員
が講演を行いました（１月20日）。
　また、弓道部の学生とスポーツ振興議員連
盟の議員が、「コロナ禍における部活動につ
いて」をテーマに意見交換を行いました（２
月４日）。

●北朝鮮日本人拉致問題早期解決促進議員連盟が、
拉致問題啓発映画「めぐみ―引き裂かれた家族の
30年」の上映会に出席しました（１月20日）。
●教育を考える議員連盟が、徳島県ＧＩＧＡスクール構
想について勉強会を開催しました（２月１日）。
●医療・福祉関係議員連盟が、認知症の方への関わ
り方について、勉強会を開催しました（３月10日）。

※１【燃料電池バス】
　車両に積載された水素と大気中の酸素を化学反応
させ、発電した電気でモーターを駆動させて走行す
るバス。走行時には水しか出さないクリーンな車両
で、災害時には、発電設備として避難所等の非常用
電源としても活用できる。

※２【グリーン社会】
　水素や蓄電池等をはじめとする技術革新や脱炭素
に資する投資などの施策を総動員して「経済と環境
の好循環」を生み出し、温室効果ガスの排出を実質
ゼロにする社会。

※３【小学校専科指導】
　小学校において、学級担任以外が教科を担当し、
専門的指導を行うこと。

※４【ＥＣサイト】
　EＣは「Electronic	Ｃommerce（電子商取引）」の
略。インターネット上で商品やサービスを販売する
ウェブサイトのこと。

※５【流域治水】
　河川管理者による治水に加え、国・都道府県・市
町村・住民等あらゆる関係者が協働して、流域全体
で水害を軽減させる治水対策のこと。

※６【徳島版ＣＤＣ】
　ＣＤＣは、米国疾病予防管理センター（Ｃenters
for	Ｄisease	Ｃontrol	and	Ｐrevention）の略称。
本県が目指す「感染症対策」と「疾病予防対策」を
一元的に担う組織体制を「徳島版ＣＤＣ」として位置
付け。	

※７【ＥＲ棟】
　EＲは、「Emergency	Ｒoom」の略であり、救命救
急棟のこと。

※８【ＤＭＡＴ】
　「Ｄisaster	Medical	Ａssistance	Team」の略。
災害の急性期（おおむね48時間以内）に活動できる
機動性を持った、専門的な訓練を受けた災害派遣医
療チーム。主な活動は広域医療搬送、病院支援、域
内搬送、現場活動等。

用　語　解　説

（3）とくしま県議会だより



とくしま県議会だより（4）

常任委員会 特別委員会２月定例会委員会の概要
●地方創生対策特別委員会
　JR牟岐線における新駅設置に関し、
駅前機能や列車のスムーズな運行の検
討、関係部局間の連携等、また、観光
施策に関し、延べ宿泊者数の全国順位、
来年度の取り組みなどについて質疑及
び提言がありました。

●総務委員会
　交通マナーアップに向けた取り組み、
県行政におけるデジタル社会の実現、
新たな総合戦略による施策展開、新ホー
ル整備の今後の進め方、コロナ禍にお
ける若者の心のケアなどについて質疑
及び提言がありました。

●防災・感染症対策特別委員会
　新型コロナウイルス感染症対策に関
し、ワクチンの接種体制や事業者への
支援等、また、地震発生時の火災対策、
学校防災体制の強化、消防広域化の推
進、災害時要配慮者支援などについて
質疑及び提言がありました。

●文教厚生委員会
　GIGAスクール構想に関し、準備状況
やICTの活用事例共有による教員の指
導力向上等、また、学校における働き
方改革、新型コロナワクチン接種体制
の整備、障がい者施策基本計画などに
ついて質疑及び提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　再生可能エネルギーの推進、水素ス
テーションの整備状況、一般廃棄物の
最終処分場の現状、不法投棄対策、と
くしま浄化槽連絡協議会の状況、若者
を狙った詐欺被害防止対策などについ
て質疑及び提言がありました。

●経済委員会
　労働相談の状況、高病原性鳥インフ
ルエンザへの対応、ターンテーブルの
取り組み、「もっと！とくしま応援割」
の利用促進、円滑な事業承継への支援、
５Ｇを活用した事業展開などについて
質疑及び提言がありました。

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　青少年センターの状況、マリッサと
くしまの実績等、コロナ禍における出
生数及び妊娠の状況、高齢者のフレイ
ル予防の推進やデジタルデバイド（情
報格差）の解消への取り組みなどにつ
いて質疑及び提言がありました。

●県土整備委員会
　小水力発電の普及促進、｢新しい生活
様式｣ 実装推進事業の積極的な周知・
広報、避難所における感染症対策、県
土強

きょうじん

靱化に向けた公共事業予算の執行、
JR牟岐線における新駅設置などについ
て質疑及び提言がありました。

議員提案による政策条例を制定しました
徳島県主要農作物等種子条例
　本県の農業の基幹品目である稲、麦、大豆といった、いわゆる主要農作物に加え、
本県固有の傾斜地農業や伝統産業である藍作にとって、種子は貴重な資源であり、そ
の生産の根幹となるものです。
　この条例は、これらの種子の生産に
ついて基本理念を定め、県の責務を明
らかにするとともに、県が実施する施
策について必要な事項を定めることに
より、主要農作物等の優良な種子の安
定的な確保を図り、本県における主要
農作物等に係る農業の振興及びその関
連産業の発展並びに文化の継承に寄与
することを目的としています。

関西広域連合議会議員の選出
　次の３名が選出されました。

県議会表彰
スポーツや学芸部門の全国大会や世界大会で最優秀の
成績を収めた個人14名と１団体の児童、生徒及び学
生の皆さんに対し、県議会表彰を行いました。

寺井議長（中央左）に検討結果報告書
を提出する政策条例検討会議の元木座
長（中央右）
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この広報紙は、新聞折り込みによりお届けしています。また、市
役所、町村役場、総合県民局、県合同庁舎、県庁ふれあいセンター
及び県議会事務局でもお渡ししています。

　　　●阿波市立林小学校
　　　●那賀町立相生中学校

※日程は予定であり、変更する場合があります。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、｢本会議
の傍聴｣ 及び ｢委員会の視聴｣ の自粛をお願いする場合が
ございますので、県議会ホームページでご確認ください。

６月16日 ……………… 常任委員会
６月17,18日 …………… 特別委員会
６月21日 ……………… 本会議（開会）
６月24日 ……………… 本会議（代表質問）
６月25日 ……………… 本会議（一般質問）
６月29 ～７月２日 …… 常任委員会
７月５，６日 …………… 特別委員会
７月９日………………… 本会議（閉会）

議会日程

県議会の見学者等
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寺井議長のお祝い
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